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　阪神・淡路大地震の直後から、「何でも

いいから体験を話してほしい」という依

頼がありました。

　５年を過ぎたころから依頼内容が変化

し始めた。「体験の中で教訓になることも

教えてほしい」と。

　10 年を迎えたとき「神戸からの発信」

ということで多くの人たちが遠方まで教

訓を交えた体験を語りに行った。10 年と

言う節目の中、もう依頼は来ないだろう

と思っていました。

　しかし、震災体験を語り継ごうとい

う強い心を持ち、語り部活動も経験し

てきた６人に促され「語り部ＫＯＢＥ

１９９５」を立ち上げました。

－今生きていることを感謝し－

　 （１）　生の体験を語ります

　 （２）　命の大切さへの眼差し

　 （３）　体験の中から生まれる知恵

　 （４）　被災地への支援、応援

という思いを掲げて依頼を待つことにし

た。

　マスコミで東海・東南海地震、直下型

地震などのニュースが頻繁に報道される

ようになり、被災体験を話して欲しいと

の依頼が増えてきました。主に地域自治

会、自主防災組織、公民館、社会福祉協

議会、高等学校などから、地域・組織のリー

ダーの方々が防災に取り組もうとし始め

たが「周りの皆さんが向き合ってくれな

い」そこで「被災体験を聞くこと」を契

機にして活動を活発にしたい、そういう

願いから依頼をいただくことが増えてき

ました。

（１）命の大切さへの眼差し

「自分の命を粗末にしないように」遺族

の方から生徒たちにメッセージを語っ

てほしいという依頼も数件ありました。

６人の高齢女子のグループに招かれた

こともあった。６人で月１回社会問題

を話し合っているとのこと、その熱っ

ぽさに感銘を受けました。

（２）被災地への支援、応援

新潟県中越地震の時は、長岡市、山古

志に行き神戸市の小学生からの募金、

メッセージを届けた。米を送ってもら

い、神戸で販売するという支援活動を

したこともありました。

東日本震災の時は岩手県九戸郡野田村

の応援の一環として野田小学校の生徒

25 人（５、６年生）を８月初旬神戸に

招きました。神戸の街並みをバスの中

から見て「神戸に本当に大きな地震が

あったの」と聞かれて戸惑いました。

復興した神戸の街並みが野田村の 15 年

後の復活を語りかけたようでした。
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３ 掲げた思いに沿って

・

・

１ 依頼を待って、依頼に答えて

２ 防災、減災への世論のうねり

・

・



　卒業式に行った時、「神戸から帰って

きたとき笑顔いっぱいで神戸の話をし

てくれて、ほっとしました。」と保護者

の一言、私たちも笑顔になれました。

　グループ結成時から、顧問の舩木先生

のゼミ生と様々なコラボレーションをし

てきました。

　 例えば、

語り部の話を学生が教材として作り上

げる

ゼミ生と私たちが一緒に同じ小学校に

行き授業をする

　この様に若い人たちと繋がることで活

動の幅が広がり、活気も出てきました。

　一方、グループは震災から 23 年たちメ

ンバーも高齢化し２人が退会しました。

　３年前から若いメンバーを見つけよう

と手を尽くしました。そして、若いメン

バー４人を迎えることができました。内

訳は、小学校２年で被災した男子１人、

女子１人、小学校１年生で被災した男子

１人、震災当日に誕生した男子１人です。

　個人指名の依頼もあり、すでに活動を

始めている。

　グループ「語り部ＫＯＢＥ１９９５」

としての「語り継ぎ活動」も暫く継続す

ることができるようになったようです。

　本気になって防災を考えてほしいと思

いながら語ってきました。

夏休みに徒歩で帰宅させ、自分の安全

帰宅マップを作らせている高等学校

近くの保育所、幼稚園と定期交流し災

害時にペアで学校に避難誘導する中学

校３年生の活動

廃車工場に行きタイヤ交換のジャッキ

をもらったり、いらなくなったリヤ

カーを探したりしてそれを地域の防災

倉庫に補充している市役所の係長

５食分の私食を机の下、ロッカーに全

員が準備している市役所

　本気になって防災・減災に取り組む人

が多くなってきたようです。

　これからも、今生きていることを感謝

し生の体験を語り継いで行きます。
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